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We found the non-sta tionary solution of Lamb's differential equations， with slowly varying 
paramet巴rs by means of the cavity length mod ulation. It is shown that in order to k巴巴p the phase 
locking the moving v巴locity of reflecting mirrors must be over the threshold value， and the flat 




nebl巴r & Schul te (1)によって11-なわれ、 さらに1967
年Smith(2)、 1968年Bambini & Burlamachi (3) などに







も常に 3モードの共振が可能であること、 その 2 と
して反射鏡の移動は緩漫であって、 移動距離を等間
隔に区分した際、 1区間の諸定数は一定としてL a






閥値は 4帥/sec ( 相対励起比1.1、ドップラー 巾1010
MHzのとき)となることを示した。これは実験結果と
も一致 する。
















ムE2=((2)の右辺) . ð.T 



















応せしめることが出来る。 ψ の初期値を 0 、 E1、 E，
E3の初期値を40、 140、 180、 とした時、 ムTが1O-�
1O -� 10て1O-8(sec)と変ったときの計算値を図- }





様に相対励起比 R=1.05としたとき、ムT=0.6 X lO-6
0.8 XlOて1.0 X10て1.2 X10-� 1.4 X10 -6(sec) に
対する相対位相ご図一2 に示す。 また相対励起比R
=1.1の場合を図- 3 に示す。 図- 2 、図- 3 を見れ
ば、 (ω ν2) が Oの中央において平坦な部分が生じ
ていることが分る。 (ω- 112) のi:40MHz附近におい
て相対位相の偏差を求めて図 4 に示す。
相対位相がO.l rαdとなるムTは1.3 X106secとなる
が移動速度に換算すると 4 側/secとなり、 位相同期
の生ずる閥値と考えることが出 来る。 反射鏡が移動
し、 理在のE1、 E2、 E3のモードの1つE1がドップラ
ー幅より出ていっても幸庁にE1のモードがド、ソプラー






















() DT=0.8 X10-'sec 
・ DT=1.0X10ーもec
o DT=1.2 X10-'sec 
() DT=1.4 X10-'sec 
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として、 A、 Bの計算略式が示しである。 よって今
fA吉平ß2と σ との関係を取扱う必要がある。 フロー
チャートの途中に[A2芋ß2と σ との計算を入れてみ






























の 御助言について感謝 する次第 である。
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